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再生可能エネルギーの増加の影響 

• 調整用電源の確保 
– 燃料費の高い電源の運転が必要 
– 追加の起動停止回数増加 
– 部分負荷運転による効率低下 
– 出力の予測誤差の影響 

 → 運用コスト増加 
 

• 既設電源あるいは新規調整用電源の固定費
投資回収不足問題 
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PV導入前（震災後） 

PV大量導入時の電力需給分析例 
－電源構成の変化（8月、関東圏）－ 

(c) 太陽光発電1000万kW導入 (太陽光が年間総発電量に占める比率：4.3%) 

(e) 太陽光発電5000万kW導入 (太陽光が年間総発電量に占める比率：21%) 

小宮山、藤井：震災後の関東圏の電源ベストミックスと太陽光発電大規模導入の可能性、日本エネルギー経済研究所2011年5月 
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再生可能エネルギー大量導入時の電力需給分析例 
－ LFC調整力の考慮－ 

2030年の発電電力量の割合 

LFC調整力考慮なし 

LFC調整力考慮あり 

荻本,片岡,野中,東,礒永:RES大量導入における電力需給の特性分析, 第30回エネルギーシステム・経済・環境コンファレンス,31-3 (2014) 

LFC調整力無しの場合からの燃料費の変化 
GRID Coal LNG Oil Total 

hokkaido -21 57 15 51 
touhoku -149 793 91 734 
tokyo -0 -2 2 0 
chubu -1 6 0 5 
hokuriku 6 15 46 68 
kansai -0 1 0 1 
chugoku -4 6 10 12 
shikoku -7 18 4 16 
kyusyu -123 341 87 305 

 
＊HP給湯器、EV、定置式電池の大規模導入ありを想定 4 



再生可能エネルギー大量導入による
火力発電所投資回収への影響 

総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会電力システム改革小委員会第５回 制度設計ワーキンググループ事務局
提出資料～容量メカニズムについて～資料４－４（平成２６年１月２０日） 
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まとめ（私見） 

• 再生可能エネルギー回避可能原価 
– 短期的には天然ガス複合火力＋石油火力燃料
費相当か 

– 長期的には、火力の新規電源回避効果（ｋW価
値）と投資回収不可能コスト、LFC等調整に要する
ｋWh増加などを考慮する必要がある。 

• 妥当なシナリオ設定のもと、信頼しうるモデル
分析による回避可能原価の試算が必要では
ないか。 
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